
周囲を市街地に囲まれた標高80～85mの兵庫区と長田区に接する丘「会下山」
早くから六甲の山裾の高台に開けた街ですが、街並を結ぶ生活道路が入り組み、
丘の上へ登ったことがなく、いつも神戸電鉄の横から見上げていた「会下山」
昨年１１月末にも地下トンネルで潜り抜ける湊川隧道を歩いたところです。
会下山のブームになる前に 一度見に行こうと家内と二人で会下山散歩に。

神戸市兵庫区の市街地 六甲の山裾「会下山」の丘に
植物学者 牧野富太郎植物園跡地を訪ねる 2023.5.11.
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夢野側
会下山公園入口●

川

シンボル樹 まさしげ

周囲をびっしり家並が取り囲む会下山周辺
神戸の街の中心地に近く、会下山の丘には別荘地が広がっていたという



夢野側
●会下山公園入口

会下山小公園入口 ●



牧野富太郎植物園跡のある神戸市 会下山
山上は新緑に包まれ、市街地・港や六甲の山並を眺める広い公園に整備されていますが、地図が示す如く、
丘の山腹はびっしり家並。古くは神戸の別荘地として開けた所で、丘を走るメイン道路や駐車場がなく、
出かけにくい場所。
でも出かけて、びっくり。山上は遊歩道が巡る広い山上公園。
新緑に包まれた公園からは神戸の市街地・港そして六甲の山並が一望。

公園の一角に、かつてこの会下山に別荘を有していた資産家「池長家」の支援により、世界に誇る植物学者
牧野富太郎の植物研究所が開設されていました。私の家の近場にこんな素晴らしい散歩道がある。
新緑の中 うれしい一日散歩になりました。
２０２３.５．１１.午後 Mutsu Nakanishi



緑に包まれた会下山 新緑の山上には牧野富太郎植物研究所跡地と共に
眼下に広がる神戸の街を見下ろす遊歩道が巡る展望公園になっていました



この春 訪れた六甲植物園で 植物学者牧野富太郎博士の特別展
「牧野の足あと- 神戸で見つける博士と植物 -」を見ました。
よく知らなかった神戸との繫がりを知りました。

この牧野博士を描いたNHK朝ドラ「らんまん」が４月に始まって、
植物採集一筋の世界的植物学者の姿と常識外れの生き方が TVに
何度も映し出され、今牧野富太郎ブームが起こりつつあると聞く。

この牧野博士を支援した神戸の池長家ゆかりの地が、山麓バイパスから湊川へ下る途で
いつも眺める長田と兵庫湊川の街に隣接さする丘「会下山」。
この丘に牧野博富太郎ゆかりの牧野植物研究所跡が小公園として保存されていると何度か聞いた
記憶あり。でも丘へは登ったことはなく、緑に包まれた丘に興味津々。

家内が牧野富太郎博士について、思い出したことがあるという。。
「旧の南蛮美術館は池長家の母屋だったと思う。また、かつて鳴門の大塚美術館の陶板で再現さ
れたローマ シスチーナ礼拝堂の献堂式に ご一緒したカソリックの主教さんも この池長家につ
ながる人だったと思う」と。私にも少し記憶あり。

会下山の丘は早くから開発された別荘地。地図を見ると周囲は市街地に囲まれ、狭まい生活道路
が入り組んで、家並みがびっしり。でも、頂上部は広い会下山公園に整備され、神戸の街一望。
つい最近も、この会下山の地下を南北にトンネルで抜ける湊川隧道を歩いたところ。
会下山のブームになる前に 一度見に行こうと家内と二人で会下山散歩に。
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六甲植物園特別企画展「牧野の足あと- 神戸で見つける博士と植物 -」より



六甲高山植物園で貰った
パンフレットより

牧野富太郎さんと神戸の関係概略



我
が
家
●



夢野側
会下山公園入口●

川

神戸市兵庫区の市街地 六甲の山裾「会下山」の丘に
植物学者 牧野富太郎植物園跡地を訪ねる 2023.5.11.
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会下山公園西側入口 で 2023.5.11. 14:30
若草の丘から３０分弱 山麓バイパス夢野の出口で市街地に出て、
すぐ南 市街地の中に見える丘 会下山へ
山裾の傾斜地 ぴっしり家が立ち並ぶ家並の中
家内の運転で 細い道をくねくね走って会下山公園の西入口へ
やっぱり丘の南東側 湊川からでないと駐車場はなしか・・・・
ラッキーなことに、公園入口のすぐ近くの家の方に庭に駐車させてもらって公園散歩開始。



● 現在地 夢野側
会下山公園入口

●
現
在
地

会下山小公園

◎ 牧野植物
研究所跡碑

◎ 牧野植物
研究所跡碑

会下山小公園

当初 牧野植物研究所跡の碑はてっきり会下山公園にあると
思っていましたが、会下山公園から南西側へ少し下った
斜面一段下にある会下山小公園の南西の縁にありました

シンボル樹 まさしげ



北東に新緑に包まれて 摩耶山頂が見えている 六甲会下山山頂部 会下山公園 2023.5.11.

山麓バイパス側夢野の高台からの 会下山山頂 周辺 新緑が本当にきれい 2023.5.11.
牧野富太郎の碑のある公園は、会下山山頂部の会下山公園にあると思っていましたが
この会下山公園の南西下側の登り口 会下山小公園だと教えてもらって、牧野坂を下る

山麓バイパス側夢野の高台からの 会下山山頂 周辺 新緑が本当にきれい 2023.5.11.
牧野富太郎の碑のある公園は、会下山山頂部の会下山公園にあると思っていましたが
この会下山公園の南西下側の登り口 会下山小公園だと教えてもらって、牧野坂を下る



会下山公園入口

会下山地区シンボル樹

夢野側
会下山公園入口

会下山善光寺

シンボル樹 まさしげ



南東側 遠くに大開通NTTの赤白縞模様のタワーが見えている
会下山公園 周回の散歩道で 2023.5.11.



会下山から見下ろす兵庫区湊川は大楠公楠正成ゆかりの地
神戸の街を見下ろす会下山小公園北東端に大楠の巨樹
会下山地区のシンボルツリー「シンボル樹まさしげ」とその案内板
立派な大楠にビックリしました
背後には再度山・摩耶山・六甲の山並も見える 2023.5.11. 会下山小公園 で

会下山から見下ろす兵庫区湊川は大楠公楠正成ゆかりの地
神戸の街を見下ろす会下山小公園北東端に大楠の巨樹
会下山地区のシンボルツリー「シンボル樹まさしげ」とその案内板
立派な大楠にビックリしました
背後には再度山・摩耶山・六甲の山並も見える 2023.5.11. 会下山小公園 で





兵庫区湊川は大楠公楠正成ゆかりの地
神戸湊川の街を見下ろす会下山小公園北東端に大楠の巨樹
会下山地区のシンボルツリー「シンボル樹まさしげ」
背後には再度山・摩耶山・六甲の山並も見える 2023.5.11. 会下山小公園 で



会下山小公園の広場には牧野植物研究所の跡地を示す案内板もなかったのですが、
公園の縁に沿って 樹木の間から、すぐ下に小さな赤い建物と小広場が見えたので
そこが牧野植物研究所跡地と一段下へ回り込んで 牧野植物研究所の跡地の入口に。
2023.5.11. 会下山小公園 牧野植物研究所跡地入口で

会下山小公園の広場には牧野植物研究所の跡地を示す案内板もなかったのですが、
公園の縁に沿って 樹木の間から、すぐ下に小さな赤い建物と小広場が見えたので
そこが牧野植物研究所跡地と一段下へ回り込んで 牧野植物研究所の跡地の入口に。
2023.5.11. 会下山小公園 牧野植物研究所跡地入口で



会下山小公園の南西端の一段下の縁に沿って
小さな広場があり、牧野植物研究所の碑がありました

北側から会下山小公園の外縁に沿って散策路を南へ歩くと、
牧野植物研究所入口の案内標識があり、上へ登り詰めると
ここに出る。
奥の建物に案内板がありました。

2023.5.11. 会下山小公園 牧野植物研究所跡地入口で





牧野植物研究所跡 2023.5.11.
南縁の植え込みのところに碑があり、
牧野博士ゆかりの植物が会下山町の人たちによって移植栽培されていました。



牧野植物研究所跡
神戸の資産家 池長家の牧野富太郎支援概要の案内板



牧野植物研究所跡の碑 2023.5.11. 会下山小公園で



牧野植物研究所跡 2023.5.11.

南縁 植え込みのところに碑があり、
牧野博士ゆかりの植物が会下山町の
人たちによって植えられいました。
崖の向こうに神戸野市街地 大開通りNTTのタワーが見えている



牧野植物研究所跡から北側からの入口の坂道を眺める。
丘の北側 湊川の町周辺 川崎病院か中央にみえる。
今日は丘の西 山麓バイパス夢野側から入りましたが、
どうも東側の湊川から登るのが道がはっきりしていてよさそう



牧野植物研究所跡への東側からの入口 2023.5.11.



牧野植物研究所跡の北東側入口から
会下山小公園の下側 牧野坂を通って元の会下山公園を経て西入口へ戻る



牧野坂を通って元の会下山公園を経て西入口へ戻る途中
北に菊水山が見える。 また会下山の北側にもぐるりと家が取り囲んでいる。
でもこんなに新緑に包まれた美しい公園が会下山に隠れていたなど初めて知りました。
また、街の人がひっきりなしにこの会下山公園を中心とした散歩コースを歩いておられ
街に公園や牧野富太郎博士の植物園跡地を大事にしておられることを初めて知りました。



会下山の山腹にある会下山善光寺 2023.5.11.



善光寺境内 平業盛塚 2023.5.11.





会下山 山上部 会下山公園に戻ると南東側正面に 赤白縞模様の大開通NTTタワーが見え、
背後に神戸港から神戸空港が見える 2023.5.11.
背後大阪湾沿岸の背後に生駒山から奈良の山並うっすらと霞んでいる



会下山公園西側入口に戻る 2023.5.11. 15:30.
我が家のすぐ近くにこんな緑のよく整備された公園があるとはびっくり。
途中 散策する大勢の人たちに出会い、この地の人たちに愛されている散策路なんだと。
今度は南側の湊川から登ろうと。 牧野植物研究所跡など神戸との繋がりや、
思いがけずも この地にあった池長家の足跡や会下山の歴史も知ってうれしい散策でした





牧野植物研究所跡 2023.5.11.

南縁 植え込みのところに碑があり、
牧野博士ゆかりの植物が会下山町の
人たちによって植えられいました。
崖の向こうに神戸野市街地 大開通りNTTのタワーが見えている





この春 訪れた六甲植物園で 植物学者牧野富太郎博士の特別展
「牧野の足あと- 神戸で見つける博士と植物 -」を見ました。
よく知らなかった神戸との繫がりを知りました。
この牧野博士を描いたNHK朝ドラ「らんまん」が４月に始まって、
植物採集一筋の世界的植物学者の姿と常識外れの生き方がTVに
何度も映し出され、今牧野富太郎ブームが起こりつつあると聞く。

この牧野博士を支援した神戸の池長家ゆかりの地が、山麓バイパスから湊川へ下る途で
いつも眺める長田と兵庫湊川の街に隣接さする丘「会下山」。
この丘に牧野博富太郎ゆかりの牧野植物研究所跡が小公園として保存されていると何度か聞いた
記憶はあり、いつも緑に包まれた丘に興味津々ですが、丘へは登ったことなし。

家内が牧野富太郎博士について、思い出したことがあるという。。
「旧の南蛮美術館は池長家の母屋だったと思う。また、かつて鳴門の大塚美術館の陶板で再現さ
れたシスチーナ礼拝堂の献堂式にご一緒したカソリックの主教さんもこの池長家につながる人
だったと思う」と。私にも少し記憶あり。

会下山の丘は早くから開発された別荘地。地図を見ると周囲は市街地に囲まれ、狭まい生活道路
が入り組んで、家並みがびっしり。でも、頂上部は広い会下山公園に整備され、神戸の街一望。
つい最近も、この会下山の地下を南北にトンネルで抜ける湊川隧道を歩いたところ。
会下山のブームになる前に 一度見に行こうと家内と二人で会下山散歩に。
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牧野富太郎植物園跡のある神戸市 会下山
山上は新緑に包まれ、市街地・港や六甲の山並を眺める広い公園に整備されていますが、地図が示す如く、
丘の山腹はびっしり家並。古くは神戸の別荘地として開けた所で、丘を走るメイン道路や駐車場がなく、
出かけにくい場所。
でも出かけて、びっくり。山上は遊歩道が巡る広い山上公園。
新緑に包まれた公園からは神戸の市街地・港そして六甲の山並が一望。

公園の一角に、かつてこの会下山に別荘を有していた資産家「池長家」の支援により、世界に誇る植物学
者牧野富太郎の植物研究所が開設されていました。私の家の近場にこんな素晴らしい散歩道がある。
新緑の中 うれしい一日散歩になりました。
２０２３.５．１１.午後 Mutsu Nakanishi
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▲ 高取山
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周囲を市街地に囲まれた標高80～85mの兵庫区と長田区に接する丘「会下山」
早くから六甲の山裾の高台に開けた街ですが、街並を結ぶ生活道路が入り組み、
丘の上へ登ったことがなく、いつも神戸電鉄の横から見上げていた「会下山」
昨年１１月末には地下トンネルで潜り抜ける湊川隧道を歩きました。

神戸市兵庫区の市街地 六甲の山裾「会下山」の丘に
植物学者 牧野富太郎植物園跡地を訪ねる 2023.5.11.
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